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(57)【要約】
【課題】複数の電池セルが収容されるバッテリパックに 
関して、高い空間利用率と安全性の高い拘束力とを実現 
する。
【解決手段】バッテリパック１００は、複数の電池セル 
２０と、複数の電池セル２０が並べて載置されるロワー 
ケース１０と、ロワーケース１０のフレームを横架する 
複数のクロス部材４１と、を備える。複数のクロス部材 
４１は、複数の電池セル２０を両側面から締着するよう 
に配置される。複数の電池セル２０の各々は、複数のク 
ロス部材４１のうちの両側面に位置するクロス部材４１ 
ａ、４１ｂに接着剤５１ａ、５１ｂを介して接着される 
。
【選択図】図３

審査請求　有　請求項の数　4　　ＯＬ　（全9頁）　最終頁に続く
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 電 池 セ ル と 、
　 前 記 複 数 の 電 池 セ ル が 並 べ て 載 置 さ れ る ロ ワ ー ケ ー ス と 、
　 前 記 ロ ワ ー ケ ー ス の フ レ ー ム を 横 架 す る 複 数 の ク ロ ス 部 材 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 複 数 の ク ロ ス 部 材 は 、 前 記 複 数 の 電 池 セ ル を 両 側 面 か ら 締 着 す る よ う に 配 置 さ れ て  
お り 、
　 前 記 複 数 の 電 池 セ ル の 各 々 は 、 前 記 複 数 の ク ロ ス 部 材 の う ち の 両 側 面 に 位 置 す る ク ロ ス  
部 材 に 接 着 剤 を 介 し て 接 着 さ れ て い る
　 バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の ク ロ ス 部 材 の 各 々 は 、 前 記 ロ ワ ー ケ ー ス に 締 結 部 品 に よ り 締 結 さ れ て い る
　 バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 ロ ワ ー ケ ー ス の 下 側 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ロ ワ ー ケ ー ス を 挟 ん で 前 記 複 数 の 電 池 セ  
ル を 冷 却 す る 冷 却 装 置 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 複 数 の 電 池 セ ル の 各 々 は 、 そ の 下 面 が 前 記 ロ ワ ー ケ ー ス に 熱 伝 導 性 接 着 剤 を 介 し て  
接 着 さ れ て い る
　 バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の バ ッ テ リ パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 電 池 セ ル を 覆 う ア ッ パ ー ケ ー ス と 、
　 前 記 ア ッ パ ー ケ ー ス の 上 側 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ア ッ パ ー ケ ー ス を 挟 ん で 前 記 複 数 の 電  
池 セ ル を 冷 却 す る 冷 却 装 置 と 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 複 数 の 電 池 セ ル の 各 々 は 、 そ の 上 面 が 前 記 ア ッ パ ー ケ ー ス に 熱 伝 導 性 接 着 剤 を 介 し  
て 接 着 さ れ て い る
　 バ ッ テ リ パ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 複 数 の 電 池 セ ル が 収 容 さ れ る バ ッ テ リ パ ッ ク に 関 す る 。 特 に 車 両 に 搭 載 さ れ  
る バ ッ テ リ パ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 に 搭 載 さ れ る バ ッ テ リ パ ッ ク で は 、 車 両 の 走 行 中 の 衝 撃 や 路 面 干 渉 に よ り 、 少 な く  
な い 外 力 の 入 力 が 想 定 さ れ る 。 こ の た め 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 安 全 性 を 確 保 す る た め に は 、  
バ ッ テ リ パ ッ ク に 収 容 さ れ た 複 数 の 電 池 セ ル を バ ッ テ リ パ ッ ク 内 で 十 分 に 拘 束 し て お く こ  
と が 求 め ら れ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 複 数 の 電 池 セ ル を 拘 束 す る た め の １ つ の 従 来 技 術 が 開  
示 さ れ て い る 。 こ の 従 来 技 術 で は 、 複 数 の 電 池 セ ル か ら な る 電 池 積 層 体 を 、 積 層 方 向 の 両  
端 部 に 配 置 さ れ る 一 対 の エ ン ド プ レ ー ト と 、 一 対 の エ ン ド プ レ ー ト を 固 定 す る バ イ ン ド バ  
ー と 、 に よ り 拘 束 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 他 、 本 技 術 分 野 の 技 術 レ ベ ル を 示 す 文 献 と し て 以 下 の 特 許 文 献 ２ 又 は ３ が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ ２ ６ ８ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ２ ２ － ０ ７ ９ ０ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ２ ３ － ０ ４ ６ ９ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ る 技 術 で は 、 複 数 の 電 池 セ ル の 拘 束 に バ イ ン ド バ ー が 用 い ら れ る  
。 バ イ ン ド バ ー は 、 機 械 的 強 度 を 確 保 す る た め に 、 十 分 な 厚 み が 必 要 と な る 。 こ の た め 、  
特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ る 技 術 を 用 い る 場 合 、 バ イ ン ド バ ー の 厚 み の 分 だ け バ ッ テ リ パ ッ ク  
内 の ス ペ ー ス が 圧 迫 さ れ る こ と と な る 。 こ の こ と は 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の 空 間 利 用 率 を 低 下  
さ せ る 要 因 と な る 。 延 い て は 、 バ ッ テ リ パ ッ ク の エ ネ ル ギ ー 密 度 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の １ つ の 目 的 は 、 上 記 の 課 題 を 鑑 み た も の で あ り 、 バ ッ テ リ パ ッ ク に 関 し て 、 高  
い 空 間 利 用 率 と 安 全 性 の 高 い 拘 束 力 と を 実 現 可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク は 、 複 数 の 電 池 セ ル と 、 複 数 の 電 池 セ ル が 並 べ て 載 置 さ れ  
る ロ ワ ー ケ ー ス と 、 ロ ワ ー ケ ー ス の フ レ ー ム を 横 架 す る 複 数 の ク ロ ス 部 材 と 、 を 備 え る 。  
複 数 の ク ロ ス 部 材 は 、 複 数 の 電 池 セ ル を 両 側 面 か ら 締 着 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 複 数 の 電  
池 セ ル の 各 々 は 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 の う ち の 両 側 面 に 位 置 す る ク ロ ス 部 材 に 接 着 剤 を 介 し  
て 接 着 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 複 数 の ク ロ ス 部 材 は 、 ケ ー ス を 補 強 す る 補 強 部 材 と し て 機 能 す る 。 本 開 示 に よ れ ば 、 各  
電 池 セ ル が 複 数 の ク ロ ス 部 材 に よ り 拘 束 さ れ る 。 つ ま り 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 は 、 複 数 の 電  
池 セ ル の 拘 束 構 造 と し て も 用 い ら れ る 。 ま た 各 電 池 セ ル は 、 そ の 両 側 面 に 位 置 す る ク ロ ス  
部 材 に 接 着 剤 を 介 し て 接 着 し て い る 。 こ の よ う に 本 開 示 に よ れ ば 、 高 い 空 間 利 用 率 と 安 全  
性 の 高 い 拘 束 力 と を 備 え た バ ッ テ リ パ ッ ク を 実 現 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク の ロ ワ ー ケ ー ス に 関 連 す る 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク の 左 右 方 向 か ら 見 た 部 分 的 な 断 面 図 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク の 左 右 方 向 か ら 見 た 部 分 的 な 断 面 図 を 示  
す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １   バ ッ テ リ パ ッ ク
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 本 実 施 形  
態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 典 型 的 に は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 。 例 え ば 、 バ ッ テ リ パ  
ッ ク １ ０ ０ は 、 Ｂ Ｅ Ｖ （ B a t t e r y  E l e c t r i c  V e h i c l e ） 、 Ｐ Ｈ Ｅ Ｖ （ P l u g  i n  H y b r i d  
E l e c t r i c  V e h i c l e ） 、 及 び Ｈ Ｅ Ｖ （ H y b r i d  E l e c t r i c  V e h i c l e ） を 含 む 電 動 車 の 動 力  
源 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 所 望 の 出 力 を 実 現 す る た め の 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 収 容 す る  
。 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ は 、 適 宜 に バ ス バ ― で 接 続 さ れ て い る 。 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 各 々  
は 、 典 型 的 に は 、 充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 で あ る 。 例 え ば 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 、 ニ ッ  
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ケ ル 水 素 電 池 、 ニ ッ ケ ル カ ド ミ ウ ム 蓄 電 池 、 等 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の 電 池  
セ ル ２ ０ の 各 々 は 、 角 型 で あ る 。 た だ し 、 以 下 で 説 明 さ れ る 内 容 を 適 用 可 能 な 範 囲 で 、 複  
数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 各 々 の 形 態 は 、 好 適 に 選 択 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ と ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ で 構 成 さ れ る バ ッ テ リ  
ケ ー ス の 中 に 収 容 さ れ る 。 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ 及 び ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ は 、 例 え ば 、 軽 金 属  
又 は 樹 脂 製 、 あ る い は 鋼 板 製 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ の フ レ ー ム を 横 架 す る 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １  
が 組 付 け ら れ る 。 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ は 、 バ ッ テ リ ケ ー ス を 補 強 す る 補 強 部 材 で あ る 。  
特 に 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ は 、 左 右 方 向 か ら の 衝 撃 に 対 す る バ ッ テ リ ケ ー ス の 耐 久 性 を 大  
き く 向 上 さ せ る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ は 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ に よ っ て 区 画 さ れ て い る 。 複 数 の 電 池 セ ル  
２ ０ は 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ に よ っ て 区 画 さ れ た 空 間 ご と に 一 定 数 が 並 べ て 載 置 さ れ る  
。 そ し て 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 覆 う ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ が ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 組 付 け ら  
れ る 。 こ の よ う に し て 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 収 容 す る バ ッ テ リ ケ ー ス が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 に 本 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ は 、 モ ジ ュ ー ル 化 さ れ ず に 直 接 ロ ワ ー ケ  
ー ス １ ０ に 載 置 さ れ た 状 態 で バ ッ テ リ ケ ー ス に 収 容 さ れ る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 に 係 る バ  
ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 い わ ゆ る Ｃ Ｔ Ｐ （ C e l l  T o  P a c k ） 構 造 を 採 用 す る 。 Ｃ Ｔ Ｐ 構 造  
は 、 モ ジ ュ ー ル 化 に 伴 う 構 造 を 必 要 と し な い た め 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ の 空 間 利 用 率 と  
エ ネ ル ギ ー 密 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 さ ら に 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ の 下 側 に 取 り 付 け ら れ る 冷 却 装 置  
６ １ （ 以 下 、 「 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ 」 と 呼 ぶ ） と 、 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ の 上 側 に 取 り 付 け ら  
れ る 冷 却 装 置 ６ ２ （ 以 下 、 「 第 ２ 冷 却 装 置 ６ ２ 」 と 呼 ぶ ） と 、 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ の 下 側 に  
取 り 付 け ら れ る シ ェ ア パ ネ ル ７ ０ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ 及 び 第 ２ 冷 却 装 置 ６ ２ は 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ と 熱 交 換 を 行 う こ と に  
よ り 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 温 度 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ を 挟 ん で 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 か ら 熱 交 換  
を 行 う 。 つ ま り 、 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ は 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 冷 却 を 実 施 す る 。 例 え  
ば 、 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ を 挟 ん で 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 を 通 過 す  
る よ う に 配 置 さ れ た 冷 却 回 路 を 有 す る 。 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ は 、 冷 却 回 路 を 流 れ る 冷 媒 を 介  
し て 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ と 熱 交 換 を 行 う 。 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ は 、 下 側 に 第 １ 冷 却 装 置 ６  
１ の 冷 却 回 路 を 通 す た め の 空 間 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い て よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ 冷 却 装 置 ６ ２ は 、 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ を 挟 ん で 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 か ら 熱 交  
換 を 行 う 。 つ ま り 、 第 ２ 冷 却 装 置 ６ ２ は 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 冷 却 を 実 施 す る 。 例  
え ば 、 第 ２ 冷 却 装 置 ６ ２ は 、 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ を 挟 ん で 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 を 通  
過 す る よ う に 配 置 さ れ た 冷 却 回 路 を 有 す る 。 第 ２ 冷 却 装 置 ６ ２ は 、 冷 却 回 路 を 流 れ る 冷 媒  
を 介 し て 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ と 熱 交 換 を 行 う 。 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ は 、 上 側 に 第 ２ 冷 却  
装 置 ６ ２ の 冷 却 回 路 を 通 す た め の 空 間 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い て よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ ェ ア パ ネ ル ７ ０ は 、 路 面 干 渉 等 に よ り 下 側 か ら 入 力 さ れ る 外 力 に 対 し て 、 バ ッ テ リ パ  
ッ ク １ ０ ０ を 保 護 す る 。 シ ェ ア パ ネ ル ７ ０ は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ や 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ と 隙  
間 を 空 け て 設 け ら れ る 。 シ ェ ア パ ネ ル ７ ０ は 、 例 え ば 、 軽 金 属 又 は 樹 脂 製 、 あ る い は 鋼 板  
製 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 図 示 し な い そ の 他 の 構 成 を 含 ん で い て も よ い 。 例 え ば 、 バ ッ  
テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 バ ッ テ リ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の た め の 各 種 の セ ン サ や 配 線 部 品 を  
備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２   電 池 セ ル の 拘 束 構 造
　 車 両 に 搭 載 さ れ た バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 車 両 の 走 行 中 の 衝 撃 や 路 面 干 渉 に よ り 、 少  
な く な い 外 力 の 入 力 が 想 定 さ れ る 。 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ に 入 力 さ れ た 外 力 に よ っ て バ ッ  
テ リ パ ッ ク １ ０ ０ 内 で 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ が 揺 り 動 か さ れ る こ と は 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０  
０ の 安 全 性 の 観 点 か ら 問 題 と な る 。 こ の た め 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 各 々 を バ ッ テ リ パ ッ  
ク １ ０ ０ 内 で 十 分 に 拘 束 し て お く こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 電 池 セ ル は 、 劣 化 の 状 態 や Ｓ Ｏ Ｃ （ S t a t e  O f  C h a r g e ） に 応 じ て 膨 張 収 縮 す る 。 電 池  
セ ル が 生 ず る 荷 重 は 、 電 池 セ ル の 膨 張 収 縮 に よ っ て 変 化 す る 。 従 っ て 、 電 池 セ ル を 安 全 に  
拘 束 し て お く た め に は 、 電 池 セ ル の 膨 張 収 縮 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 つ ま り 、 電 池 セ ル の  
拘 束 は 、 拘 束 に 必 要 な 最 小 荷 重 の 付 加 を 維 持 し つ つ 、 電 池 セ ル が 生 ず る 荷 重 が 最 大 荷 重 と  
な る 条 件 に お い て も 拘 束 が 解 け な い よ う に 行 わ れ る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 複 数 の 電 池 セ  
ル ２ ０ が ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 直 接 載 置 さ れ る Ｃ Ｔ Ｐ 構 造 を 有 す る 。 Ｃ Ｔ Ｐ 構 造 は 、 空 間 利  
用 率 と エ ネ ル ギ ー 密 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 一 方 で 、 電 池 セ ル の 拘 束 を ど の よ う に 保  
障 す る か が 課 題 と な る 。 追 加 の 部 材 を 用 い て 電 池 セ ル の 拘 束 を 実 現 す る こ と は 、 バ ッ テ リ  
パ ッ ク １ ０ ０ の 空 間 利 用 率 を 低 下 さ せ 、 Ｃ Ｔ Ｐ 構 造 の 趣 旨 に 反 す る 。 一 方 で 、 接 着 剤 を 用  
い た 接 着 力 に よ る 拘 束 の み で は 、 最 大 荷 重 と な る 条 件 で の 接 着 剥 離 が 懸 念 さ れ る 。 こ の こ  
と は 、 膨 張 量 の 大 き な 電 池 セ ル を 採 用 す る こ と を 難 し く し 、 電 池 セ ル の 選 択 の 幅 を 狭 め る  
こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 Ｃ Ｔ Ｐ 構 造 に よ る 高 い 空 間 利 用 率 を 達 成 し  
つ つ 、 安 全 性 の 高 い 拘 束 力 を 実 現 可 能 な 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 拘 束 構 造 を 有 す る 。 以 下 、  
図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 拘 束 構 造 に つ い て 説 明  
す る 。 図 ２ は 、 バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ の う ち ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 関 連 す る 部 分 の 上 面 図 を  
示 し て い る 。 図 ２ は 、 さ ら に 、 よ り 詳 細 な 構 成 を 示 す 図 を 含 ん で い る 。 図 ３ は 、 左 右 方 向  
か ら 見 た バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ の 部 分 的 な 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 補 強 部 材 と し て ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 組 付 け  
ら れ る 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ を 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 拘 束 構 造 と し て も 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ は 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ に よ っ て 区 画 さ れ た 空  
間 ご と に 一 定 数 が 並 ん で 載 置 さ れ る 。 こ こ で 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ は 、 複 数 の 電 池 セ ル  
２ ０ を 両 側 面 か ら 締 着 す る よ う に 配 置 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 こ の よ う に し て 、 複 数 の ク ロ  
ス 部 材 ４ １ は 、 各 電 池 セ ル ２ ０ を 両 側 面 か ら 機 械 的 に 拘 束 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 各 電 池 セ ル ２ ０ は 、 そ の 両 側 面 に 位 置 す る ク ロ ス 部 材 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ に 接 着 剤  
５ １ ａ 、 ５ １ ｂ を 介 し て 接 着 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 機 械 的 な 拘 束 と 接 着 剤 に よ る 接 着 と が  
組 み 合 わ さ れ る こ と に よ り 、 各 電 池 セ ル ２ ０ を よ り 強 固 に 拘 束 す る こ と が で き る 。 特 に 接  
着 剥 離 が 生 じ た と し て も 、 機 械 的 な 拘 束 に よ る 荷 重 の 付 加 が 維 持 さ れ る の で 、 安 全 性 の 高  
い 拘 束 を 可 能 と す る 。 接 着 剤 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ の 種 類 や 規 格 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 接 着 剤  
５ １ ａ 、 ５ １ ｂ の 接 着 力 は 、 必 要 な 拘 束 力 に 応 じ て 決 定 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 拘 束 構 造 は 、 さ ら に 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 、  
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そ の 下 面 と 上 面 で 拘 束 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ を 介 し て 接 着 さ れ  
る （ 図 ３ 参 照 ） 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ の 接 着 力 に よ り 、 各 電 池 セ ル ２ ０ は 、 下 面 で 拘 束  
さ れ る 。 ま た 各 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ を 挟 ん で 第 １ 冷 却 装 置 ６ １ に よ  
る 冷 却 が 行 わ れ る 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ の 熱 伝 導 性 に よ り 、 各 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 に お  
け る 放 熱 が 促 進 さ れ る 。 従 っ て 、 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ を 用 い る こ と で 、 第 １ 冷 却 装 置 ６  
１ に よ る 下 面 冷 却 の 冷 却 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ の 種 類 や 規 格  
は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ の 接 着 力 や 熱 伝 導 性 能 は 、 必 要 な 拘 束 力 や  
冷 却 性 能 に 応 じ て 決 定 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ は 、 複 数 の バ ン ド 部 材 ４ ２ に よ っ て 一 定 数 ご と に 上 面 か ら 締 着 さ れ  
る （ 図 ２ 参 照 ） 。 図 ２ で は 、 各 バ ン ド 部 材 ４ ２ は 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ に よ っ て 区 画 さ  
れ た 空 間 ご と に 一 定 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 上 面 か ら 締 着 し て い る 。 各 バ ン ド 部 材 ４ ２ は 、 例  
え ば 、 鋼 鉄 や 炭 素 繊 維 で 形 成 さ れ る 。 各 バ ン ド 部 材 ４ １ は 、 絶 縁 性 の 確 保 の た め 、 カ チ オ  
ン 塗 装 等 に よ る 絶 縁 塗 装 が 行 わ れ て い て も よ い 。 複 数 の バ ン ド 部 材 ４ ２ は 、 各 電 池 セ ル ２  
０ を 上 面 か ら 機 械 的 に 拘 束 す る 。 ま た 各 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 は 、 バ ン ド 部 材 ４ ２ に 接 着 剤  
５ １ ｃ を 介 し て 接 着 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ の よ う に 、 複 数 の バ ン ド 部 材 ４ ２ に よ る 機 械  
的 な 拘 束 と 接 着 剤 ５ １ ｃ に よ る 接 着 力 と に よ り 、 各 電 池 セ ル ２ ０ は 、 上 面 で 拘 束 さ れ る 。  
接 着 剤 ５ １ の 種 類 や 規 格 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 各 電 池 セ ル ２ ０ 上 面 は 、 さ ら に 、 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ に 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ を 介 し て  
接 着 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ の 接 着 力 に よ り 、 各 電 池 セ ル ２ ０ は 、 上  
面 で 拘 束 さ れ る 。 ま た 各 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 は 、 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ を 挟 ん で 第 ２ 冷 却 装  
置 ６ ２ に よ る 冷 却 が 行 わ れ る 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ の 熱 伝 導 性 に よ り 、 各 電 池 セ ル ２ ０  
の 上 面 に お け る 放 熱 が 促 進 さ れ る 。 従 っ て 、 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ を 用 い る こ と で 、 第 ２  
冷 却 装 置 ６ ２ に よ る 上 面 冷 却 の 冷 却 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ の  
種 類 や 規 格 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 下 面 と 上 面 で 拘 束 す る こ と で 、 拘 束 力 を よ り 高 め る こ  
と が で き る 。 特 に 本 実 施 形 態 に 係 る 電 池 セ ル ２ ０ の 拘 束 構 造 に よ れ ば 、 冷 却 性 能 の 促 進 と  
拘 束 力 の 向 上 と を 両 立 さ せ る こ と が で き る 。 な お 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 に お け る 拘 束  
は 、 必 要 な 拘 束 力 を 鑑 み 、 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ に よ る 接 着 に よ っ て の み 行 う こ と も 可 能  
で あ る 。 こ れ に よ り 、 空 間 利 用 率 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ３   効 果
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ に よ れ ば 、 各 電 池 セ ル ２  
０ が 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ に よ り 拘 束 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 拘 束 の た め の 追 加 の 部 材 を 必  
要 と す る こ と な く 、 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ を 拘 束 す る こ と が で き る 。 ま た 各 電 池 セ ル ２ ０ は  
、 そ の 両 側 面 に 位 置 す る ク ロ ス 部 材 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ に 接 着 剤 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ を 介 し て 接 着  
し て い る 。 こ れ に よ り 、 ス ペ ー ス の 無 駄 が 少 な い 拘 束 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 機 械 的 な 拘  
束 と 接 着 剤 に よ る 接 着 と を 組 み 合 わ せ て 拘 束 す る た め 、 大 き な 拘 束 力 を 実 現 す る こ と が で  
き る 。 特 に 接 着 剥 離 が 生 じ た と し て も 、 機 械 的 な 拘 束 に よ る 荷 重 の 付 加 が 維 持 さ れ る の で  
、 安 全 性 の 高 い 拘 束 が 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 高 い 空 間 利 用 率 と 安 全 性 の 高  
い 拘 束 力 と を 実 現 す る 。 ま た 、 各 電 池 セ ル ２ ０ の 下 面 は 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 熱 伝 導 性 接  
着 剤 ５ ２ ａ を 介 し て 接 着 さ れ る 。 さ ら に 、 各 電 池 セ ル ２ ０ の 上 面 は 、 ア ッ パ ー ケ ー ス １ ０  
に 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ｂ を 介 し て 接 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 拘 束 力 を 向 上 さ せ つ つ 、 冷 却  
性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ４   変 形 例
　 本 実 施 形 態 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ は 、 以 下 で 説 明 さ れ る 複 数 の 電 池 セ ル ２ ０ の 拘  
束 構 造 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 、 変 形 例 に 係 る バ ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ の 部 分 的 な 断 面 図 を 示 す 。 変 形 例 に 係 る バ  
ッ テ リ パ ッ ク １ ０ ０ で は 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ の 各 々 が 、 ロ ワ ー ケ ー ス １ ０ に 締 結 部 品  
８ ０ に よ り 締 結 さ れ る 。 締 結 部 品 ８ ０ は 、 例 え ば 、 ボ ル ト と ナ ッ ト で 構 成 さ れ る 図 ４ で は  
、 ク ロ ス 部 材 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ の そ れ ぞ れ が 、 締 結 部 品 ８ ０ ａ 、 ８ ０ ｂ に よ っ て ロ ワ ー ケ ー  
ス １ ０ に 締 結 さ れ て い る 。 締 結 箇 所 は 、 各 ク ロ ス 部 材 ４ １ の 長 手 方 向 に 複 数 個 所 設 け ら れ  
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ を バ ッ テ リ ケ ー ス に 対 し  
て 上 下 方 向 で 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 複 数 の ク ロ ス 部 材 ４ １ に よ る 拘 束 を よ  
り 強 固 に 維 持 す る こ と が で き る 。 締 結 箇 所 の 数 を 増 や す こ と に よ り 、 拘 束 を よ り 強 固 に す  
る こ と も 可 能 で あ る 。 特 に 接 着 剤 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ 、 ５ １ ｃ や 熱 伝 導 性 接 着 剤 ５ ２ ａ 、 ５ ２  
ｂ に 接 着 剥 離 が 生 じ た 場 合 に お い て も 、 よ り 安 全 な 拘 束 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ０   ロ ワ ー ケ ー ス 、 ２ ０   電 池 セ ル 、 ３ ０   ア ッ パ ー ケ ー ス 、 ４ １   ク ロ ス 部 材
　 ４ ２   バ ン ド 部 材 、 ５ １   接 着 剤 、 ５ ２   熱 伝 導 性 接 着 剤 、 ６ １   第 １ 冷 却 装 置 、
　 ６ ２   第 ２ 冷 却 装 置 、 ７ ０   シ ェ ア パ ネ ル 、 ８ ０   締 結 部 品 、 １ ０ ０   バ ッ テ リ パ ッ ク
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

JP 2025-35190 A 2025.3.13(9)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｍ 50/242 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 50/293 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 50/271 (2021.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｍ 50/242 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 50/293 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 50/271 　　　Ｓ 　　　

テーマコード（参考）


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

